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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。
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　「日記形式での県政報告Ｖｏｌ．１５」をお届けします。４月に映画『食の
安全を守る人々』の自主上映会＆市議会議員さんを交えての意見交換会
を開催いたしましたが、この度「映画を使っての勉強会」の第２弾として
『いただきます２　オーガニック給食編』の自主上映会＆東郷町長さんと
の対談を開催することになりました。

　その告知の関係で、今回の「県政報告Ｖｏｌ．１５」は若干早いタイミン
グでの発行となっています。そのため９月定例愛知県議会の内容は一部
しか掲載できませんが、その代わり県民環境委員会で行った県内・県外
調査についても掲載しています。ぜひご一読頂き、県政を少しでも身近に
感じて頂けたら幸いです。

8.19
知県議会建設委員会の知立建設事務所・衣浦港
務所の管内調査に、地元議員として傍聴出席しま
した。

 
　これは毎年行われている調査で、管内各自治体の市長さ
んや担当者から参考人としてご提案・要望を頂き、それに対
して県の担当が回答をするといった流れで進んで行きます。
建設委員会ではこれを３日間掛けて行っていますが、委員会
メンバー以外の議員は地元の調査の際に出席をするのです。
 
　刈谷市からは建設部長さんが出席され『モノづくりを支え
る道路ネットワークの整備』として「主要地方道名古屋岡崎線
の豊明刈谷工区の境川橋の整備、刈谷市内沼田交差点付近
のオアシス橋工区の４車線化整備」について、『二級河川等の
改修の促進』として「二級河川境川・逢妻川改修事業（河道拡

愛

建設委員会　刈谷市選出の議員として出席しました金
幅・河床掘削・橋梁改築）」について要望がありました。
 
　何れも地元にとって大切な案件ですので、私も県議の立場
から実現に向けてしっかり協力して行きます。

日から１０月
１４日（金）
まで２４日

間の会期で９月定例愛
知県議会が開催され
ます。この議会での補
正予算としては、コロ
ナ対策関係や燃油価
格高騰に対する対策など総額６８８億９１１６万余円が計
上され、これらについては１日でも早い予算執行が必要な
ため、委員会に付託された後、本日「早期議決」として可決
しました。それ以外の通常の議決によるものが９９億２０５
１万余円計上されていますが、こちらについては本会議最
終日に採決される予定です。このレポートでは、「早期の議
決」と「通常の議決」に分けて、それぞれの事業の概要をお
伝えします。
 
【早期の議決により本日可決したもの】
■新型コロナ感染症の診療・検査医療機関や重点医療機
関における設備整備経費の支援、軽症者等が療養を行
う宿泊施設の年間運営費、自宅療養者の増加に伴う配
食サービス利用及び医療費増加への対応、ＰＣＲ検査
機関への機器整備の支援、保健所業務の外部委託に係
る経費について増額補正

■オミクロン株対応ワクチンの接種開始に向けて大規模集
団接種会場の開設期間を来年３月末まで延長

■オミクロン株対応ワクチンの接種を行う医療機関への支
援金交付を来年３月末まで延長

■新型コロナ感染症が発生した介護事業所等のサービス
提供体制継続に必要な経費の支援

■私立学校のスクールバスの燃料費や学校給食の食材費
等について、価格高騰のかかり増し費用を引き続き支援

■社会福祉施設で利用者送迎や居宅訪問等のサービス提
供に使用する車両、医療機関で透析患者の送迎や訪問

診療に使用する車両の燃料費を引き続き支援
■公衆浴場事業者に対し、燃油価格高騰によるかかり増し
経費を引き続き支援、都市ガス使用の事業者を支援対
象に追加

■燃油高騰対策として、施設園芸農業者、食肉流通セン
ター等、漁業者、林業者等の燃料費について、燃油価格
と基準価格との差額の２分の１を助成

■肥料価格高騰対策として、新たに創設された国の支援制
度に基づき、農業者が負担する肥料価格上昇分の３割
相当額の２分の１を助成

■家畜飼料価格高騰対策として、配合飼料は上限を設け
た上で基準価格との差額の２分の１を助成、粗飼料は差
額の２分の１を新たに助成

■燃油価格高騰の影響を受ける公共交通事業者を引き続
き支援

■燃油価格高騰の影響を受ける貨物自動車運送事業者を
引き続き支援

■ＬＰガス価格高騰の影響で厳しい状況にある窯業事業
者に対し、負担軽減のための支援金を交付

■物価高騰の影響を受ける民間の保育所等の給食費を引
き続き支援、県立学校の給食費等負担軽減を引き続き
実施

■県融資制度の「原油・原材料高緊急対応枠」を延長し、
信用保証料を補助することで事業者に対する資金繰り
支援を引き続き強化

■県民の環境配慮行動を促すため、あいちエコアクション・
ポイントを発行

■低所得世帯の高校生等を対象に、高等学校等奨学給付
金を引き続き加算して支給

■県の公の施設の指定管理者に対し光熱費を支援
■県の庁舎や県立学校等の電気料金、ガス料金、燃料購
入費を増額

■高齢者等に対して市町村が行うインフルエンザワクチン
接種の費用を助成
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　この度「映画を使っての勉強会」の第２弾として『いただ
きます２　オーガニック給食編』の自主上映会を開催するこ
とになりました。今回は「給食のオーガニック化」にスポット
を当てた内容で、学校給食を１００％有機米で提供している
千葉県いすみ市の取り組みを描いた映画です。
 
　今、国には有機の風が吹いています。２０２２年からみど
りの食料システム戦略が打ち出され、２０５０年までに有機
農業面積を５０倍にする目標が掲げられ、有機給食が出口
戦略に挙げられたのです。また、オーガニックビレッジ宣言
をする市町村が募集され、今年は５２市町村が手を挙げ選
定され予算が付きました。
 
　今回はそのオーガニックビレッジに選定された愛知県東郷
町の井俣町長さんと神谷まさひろとの対談も予定しています。

井俣町長さんは町長選挙の公約
でも給食のオーガニック化を掲
げておられました。そして現在東
郷町は愛知県と共にオーガニッ
クビレッジの取り組みを推進し
ています。今回は町長さんから直
に、給食のオーガニック化に取り組む熱い思いや具体的な取
り組み内容などをお聞きできればと思っています。
 
　食の安全といった課題は政治の力だけで解決するもので
はありません。生産者の協力も不可欠ですが、何より大切な
ことは消費者・市民の理解と後押しだと思っています。ぜひ
一人でも多くの皆様にご参加頂き、「食の安全」とりわけ「安
全な学校給食」といったことにご関心を寄せて頂くきっかけ
になれば幸いです。

映画『いただきます２　オーガニック給食編』
自主上映会＆東郷町長との対談

日時・会場 【刈谷市】

●上映（１回目）と上映（２回目）は同じ内容で
す。従って「１回目の上映を観てから対談を聞
く」または「対談を聞いてから２回目の上映を
観る」どちらでもＯＫです。
●映画の鑑賞だけでもＯＫです。
●予約制ではありません。但し、万が一満席の
場合は入場をお断りすることが御座います。
●また、新型コロナウイルス感染の状況により中
止をすることが御座います。（その際は、神谷ま
さひろのホームページにてお知らせ致します）

総合文化センター
４０１・４０２研修室
（若松町２－１０４）

9:00
9:30
11:00
12:30

開場
上映（１回目）
東郷町長との対談
上映（２回目）

10月8日土

参加費　800円（当日払い）
大学生以下無料

 【通常通り本会議の最終日に採決されるもの】
■県内市町村を対象に、ＩＣＴ等の先進技術を活用したス
マートシティのモデルとなる取組を追加公募・支援

■豊田加茂福祉相談センターを集約した、豊田加茂総合
庁舎の一部木造による整備の推進

■ＰＦＩ手法による愛知県基幹的広域防災拠点の整備を
推進

■ペット同行避難対策のあり方を検討、ペット同伴者専用
避難施設の事業化可能性を調査

■２０２４年３月開催予定のグローバル・インダストリー日
本版に向け、県と県内企業をＰＲ

■あいち農業イノベーションプロジェクトでの提案から、実
装可能性が高い技術を選定し、共同研究

■矢作川カーボンニュートラルプロジェクトの個別施策の

実現に向けた取組を推進
■ジブリパークのある愛・地球博記念公園（モリコロパー
ク）において、中部・北陸地域の飲食物・特産品の販売な
どを行う「中部・北陸フェア（仮称）」を開催

■２０２５年４月に開校する併設型中高一貫校（第一次導
入校）に必要となる中学校校舎等を整備

■尾張北西地区における知的障害特別支援学校の過大化
による教室不足を解消するため、小牧特別支援学校及
びいなざわ特別支援学校において、新校舎の増築に向
けた基本設計を実施

■大府警察署（仮称）新設に向け、候補地について、現況の
調査や各種法的規制の整理等を実施

■交通事故多発交差点において、信号灯器のＬＥＤ化等の
交通安全施設を緊急に整備
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9.6
たち無所属議員６名を対象とした[連絡会]が開
催され、９月定例会に上程予定の議案・予算案な
どについて説明を受けました。その中から、地元刈

谷高校に関連した予算案を紹介します・・・
 
　愛知県では県立高校における併設型中高一貫教育制度
の導入について、明和高校・津島高校・半田高校・刈谷高校
の４校を第一次導入校として、２０２５年４月に併設中学校
を開校することとしています。
 
中高一貫教育導入のねらい
　様々な人 と々協働しながら、答えのない社会的な課題に対
して、失敗を恐れずにチャレンジし、創造的に解決する「チェン
ジ・メーカー」として、これからの愛知・日本・世界を切り拓き支
える人材を育成する。
 
教育内容
①探究学習について
　大学や企業と連携して、ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイス
クール）の探究的な学びを中心に、幅広く中学校段階から探
究学習に取り組む。
②教科学習について
　中学校段階では、少人数・習熟度別指導により、基礎基本の定
着を図りつつ、中学校と関連の深い高等学校の学習内容に中学
校段階からしっかりと触れることで、より深い学びに取り組む。
※探究を深めるための先取りは行いますが、大学受験対策
のためだけに授業進度を早めることはしません。

入学生徒の選考方法
①適性検査
　出題は、小学校学習指導要領の範囲内とし、思考力、判断
力、表現力、課題解決力等を総合的に測る。尚、適性検査の

私
９月議会に中高一貫校についても予算が計上される予定です火

サンプル問題は、２０２３年度に公表する予定
②面接
　中高の６年間学び続ける意欲や志望動機、適性、コミュニ
ケーション能力などを見る。
③調査書
　小学校５・６年生の内容を点数化はせず、入学者決定の
際の参考として見る。
 
刈谷高校の通学区域
　三河学区（調整区域として、大府市・豊明市・知多郡東浦
町を含む）
 
中学校用施設
　各高校の敷地内に、中学校用の校舎及び小体育館を整
備することになり、そのため本年度は基本設計を進めるとし
て１校当たり約２６００万円が補正予算に計上される予定
です（中高一貫校関係の総事業費の見込みとしては１校当
たり約１６．９億円です）

　今回の中高一貫教育の導入により、子供たちは、中・高の
６年間を通じて、伸び伸びと学び、知るを楽しみながら、より
深い探究的な学びが可能となります。愛知の未来を支える
子供たちのために、魅力ある併設型中高一貫教育に取り組
んで行くとのことです。 

新棟（中学校）
4階建

小体育館

8.30
日は愛知県議会県民環境委員会の県内調査でし
た。調査項目は現在開催中の『国際芸術祭あいち
２０２２』です。

 
　「あいち」の国際芸術祭は２０１０年から３年ごとに開催さ
れており、今回で５回目を迎えます。国内最大規模の芸術祭

の一つであり、国内
外から多数のアー
ティストが参加して
開催されています。
 
　今回はテーマを
『ＳＴＩＬＬ　ＡＬＩＶＥ　
今、を生き抜くアート
のちから』として、愛

今
県民環境委員会の県内調査　『国際芸術祭あいち２０２２』へ火

知芸術文化センターのほか、一宮市・常滑市・名古屋市の有
松地区の会場で行われていますが、今日はその中から愛知
県芸術文化センターと一宮会場での展示作品をチーフキュ
レーターの飯田志保子氏に解説して頂きながら鑑賞しまし
た。
 
　今回のテーマ『ＳＴＩＬＬ　ＡＬＩＶＥ』は刈谷市生まれで刈
谷高校出身のアーティスト河原温氏が、１９７０年代以降電
報で自身の存在を発信し続けた作品「Ｉ　ＡＭ　ＳＴＩＬＬ　ＡＬＩ
ＶＥ」からヒントを得ています。また、今回の芸術監督である
片岡真実氏は愛知教育大学卒業と刈谷に縁の深い方です。
 
　刈谷市には会場はありませんが、こうして刈谷に縁の深い
方々が中心的に関わっているのは誇らしいことで少し嬉しく
なりました。１０月１０日（月・祝）まで開催しています。

9.7
日から県民環境委員会の県外調査です。初日の今
日は、埼玉県にある（株）ウム・ヴェルト・ジャパンに
伺いました。

 
　住宅用太陽光発電パネルの導入量が全国２位の埼玉県で
は（１位は何とダントツで愛知県です）令和３年に環境省の太

陽光パネルのリュース・リ
サイクルの実証事業が行
われました。
 
　県の担当者よりその説
明を受けた後、県内初の
太陽光パネル処理事業
社である同社において施

今
県民環境委員会「使用済み太陽光パネルはどうなる」木

設調査を行いました。
　先日の県内調査でも豊川市にある太陽光パネル処理事業
社を訪問しましたが、一般的に太陽光パネルの耐用年数は２
０年から３０年程度とされており、太陽光パネルの寿命や修
理交換に伴い、早ければ２０３０年には使用済み太陽光パネ
ルの排出量が急増する予測となっています。２０１５年の約２
４００トンから２０４０年には約８０万トンと３００倍以上の排
出量に膨れ上がる見通しです。
 
　太陽光パネルは一般的な結晶シリコン性ならガラス約６
０％・金属類約２０％・廃プラ約２０％で組成されているとのこ
と。リサイクルビジネスモデル・処理技術の確立、処理施設の
充実、回収ルートの構築に向け、都道府県だけでなく国も含
めた大きな課題です。

9.21
日から１０月
１４日（金）
まで２４日

間の会期で９月定例愛
知県議会が開催され
ます。この議会での補
正予算としては、コロ
ナ対策関係や燃油価
格高騰に対する対策など総額６８８億９１１６万余円が計
上され、これらについては１日でも早い予算執行が必要な
ため、委員会に付託された後、本日「早期議決」として可決
しました。それ以外の通常の議決によるものが９９億２０５
１万余円計上されていますが、こちらについては本会議最
終日に採決される予定です。このレポートでは、「早期の議
決」と「通常の議決」に分けて、それぞれの事業の概要をお
伝えします。
 
【早期の議決により本日可決したもの】
■新型コロナ感染症の診療・検査医療機関や重点医療機
関における設備整備経費の支援、軽症者等が療養を行
う宿泊施設の年間運営費、自宅療養者の増加に伴う配
食サービス利用及び医療費増加への対応、ＰＣＲ検査
機関への機器整備の支援、保健所業務の外部委託に係
る経費について増額補正

■オミクロン株対応ワクチンの接種開始に向けて大規模集
団接種会場の開設期間を来年３月末まで延長

■オミクロン株対応ワクチンの接種を行う医療機関への支
援金交付を来年３月末まで延長

■新型コロナ感染症が発生した介護事業所等のサービス
提供体制継続に必要な経費の支援

■私立学校のスクールバスの燃料費や学校給食の食材費
等について、価格高騰のかかり増し費用を引き続き支援

■社会福祉施設で利用者送迎や居宅訪問等のサービス提
供に使用する車両、医療機関で透析患者の送迎や訪問

今
９月定例愛知県議会が開会　総額８１４億余円の補正予算木

診療に使用する車両の燃料費を引き続き支援
■公衆浴場事業者に対し、燃油価格高騰によるかかり増し
経費を引き続き支援、都市ガス使用の事業者を支援対
象に追加

■燃油高騰対策として、施設園芸農業者、食肉流通セン
ター等、漁業者、林業者等の燃料費について、燃油価格
と基準価格との差額の２分の１を助成

■肥料価格高騰対策として、新たに創設された国の支援制
度に基づき、農業者が負担する肥料価格上昇分の３割
相当額の２分の１を助成

■家畜飼料価格高騰対策として、配合飼料は上限を設け
た上で基準価格との差額の２分の１を助成、粗飼料は差
額の２分の１を新たに助成

■燃油価格高騰の影響を受ける公共交通事業者を引き続
き支援

■燃油価格高騰の影響を受ける貨物自動車運送事業者を
引き続き支援

■ＬＰガス価格高騰の影響で厳しい状況にある窯業事業
者に対し、負担軽減のための支援金を交付

■物価高騰の影響を受ける民間の保育所等の給食費を引
き続き支援、県立学校の給食費等負担軽減を引き続き
実施

■県融資制度の「原油・原材料高緊急対応枠」を延長し、
信用保証料を補助することで事業者に対する資金繰り
支援を引き続き強化

■県民の環境配慮行動を促すため、あいちエコアクション・
ポイントを発行

■低所得世帯の高校生等を対象に、高等学校等奨学給付
金を引き続き加算して支給

■県の公の施設の指定管理者に対し光熱費を支援
■県の庁舎や県立学校等の電気料金、ガス料金、燃料購
入費を増額

■高齢者等に対して市町村が行うインフルエンザワクチン
接種の費用を助成

 【通常通り本会議の最終日に採決されるもの】
■県内市町村を対象に、ＩＣＴ等の先進技術を活用したス
マートシティのモデルとなる取組を追加公募・支援

■豊田加茂福祉相談センターを集約した、豊田加茂総合
庁舎の一部木造による整備の推進

■ＰＦＩ手法による愛知県基幹的広域防災拠点の整備を
推進

■ペット同行避難対策のあり方を検討、ペット同伴者専用
避難施設の事業化可能性を調査

■２０２４年３月開催予定のグローバル・インダストリー日
本版に向け、県と県内企業をＰＲ

■あいち農業イノベーションプロジェクトでの提案から、実
装可能性が高い技術を選定し、共同研究

■矢作川カーボンニュートラルプロジェクトの個別施策の

実現に向けた取組を推進
■ジブリパークのある愛・地球博記念公園（モリコロパー
ク）において、中部・北陸地域の飲食物・特産品の販売な
どを行う「中部・北陸フェア（仮称）」を開催

■２０２５年４月に開校する併設型中高一貫校（第一次導
入校）に必要となる中学校校舎等を整備

■尾張北西地区における知的障害特別支援学校の過大化
による教室不足を解消するため、小牧特別支援学校及
びいなざわ特別支援学校において、新校舎の増築に向
けた基本設計を実施

■大府警察署（仮称）新設に向け、候補地について、現況の
調査や各種法的規制の整理等を実施

■交通事故多発交差点において、信号灯器のＬＥＤ化等の
交通安全施設を緊急に整備
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9.6
たち無所属議員６名を対象とした[連絡会]が開
催され、９月定例会に上程予定の議案・予算案な
どについて説明を受けました。その中から、地元刈

谷高校に関連した予算案を紹介します・・・
 
　愛知県では県立高校における併設型中高一貫教育制度
の導入について、明和高校・津島高校・半田高校・刈谷高校
の４校を第一次導入校として、２０２５年４月に併設中学校
を開校することとしています。
 
中高一貫教育導入のねらい
　様々な人 と々協働しながら、答えのない社会的な課題に対
して、失敗を恐れずにチャレンジし、創造的に解決する「チェン
ジ・メーカー」として、これからの愛知・日本・世界を切り拓き支
える人材を育成する。
 
教育内容
①探究学習について
　大学や企業と連携して、ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイス
クール）の探究的な学びを中心に、幅広く中学校段階から探
究学習に取り組む。
②教科学習について
　中学校段階では、少人数・習熟度別指導により、基礎基本の定
着を図りつつ、中学校と関連の深い高等学校の学習内容に中学
校段階からしっかりと触れることで、より深い学びに取り組む。
※探究を深めるための先取りは行いますが、大学受験対策
のためだけに授業進度を早めることはしません。

入学生徒の選考方法
①適性検査
　出題は、小学校学習指導要領の範囲内とし、思考力、判断
力、表現力、課題解決力等を総合的に測る。尚、適性検査の

私
９月議会に中高一貫校についても予算が計上される予定です火

サンプル問題は、２０２３年度に公表する予定
②面接
　中高の６年間学び続ける意欲や志望動機、適性、コミュニ
ケーション能力などを見る。
③調査書
　小学校５・６年生の内容を点数化はせず、入学者決定の
際の参考として見る。
 
刈谷高校の通学区域
　三河学区（調整区域として、大府市・豊明市・知多郡東浦
町を含む）
 
中学校用施設
　各高校の敷地内に、中学校用の校舎及び小体育館を整
備することになり、そのため本年度は基本設計を進めるとし
て１校当たり約２６００万円が補正予算に計上される予定
です（中高一貫校関係の総事業費の見込みとしては１校当
たり約１６．９億円です）

　今回の中高一貫教育の導入により、子供たちは、中・高の
６年間を通じて、伸び伸びと学び、知るを楽しみながら、より
深い探究的な学びが可能となります。愛知の未来を支える
子供たちのために、魅力ある併設型中高一貫教育に取り組
んで行くとのことです。 

新棟（中学校）
4階建

小体育館

8.30
日は愛知県議会県民環境委員会の県内調査でし
た。調査項目は現在開催中の『国際芸術祭あいち
２０２２』です。

 
　「あいち」の国際芸術祭は２０１０年から３年ごとに開催さ
れており、今回で５回目を迎えます。国内最大規模の芸術祭

の一つであり、国内
外から多数のアー
ティストが参加して
開催されています。
 
　今回はテーマを
『ＳＴＩＬＬ　ＡＬＩＶＥ　
今、を生き抜くアート
のちから』として、愛

今
県民環境委員会の県内調査　『国際芸術祭あいち２０２２』へ火

知芸術文化センターのほか、一宮市・常滑市・名古屋市の有
松地区の会場で行われていますが、今日はその中から愛知
県芸術文化センターと一宮会場での展示作品をチーフキュ
レーターの飯田志保子氏に解説して頂きながら鑑賞しまし
た。
 
　今回のテーマ『ＳＴＩＬＬ　ＡＬＩＶＥ』は刈谷市生まれで刈
谷高校出身のアーティスト河原温氏が、１９７０年代以降電
報で自身の存在を発信し続けた作品「Ｉ　ＡＭ　ＳＴＩＬＬ　ＡＬＩ
ＶＥ」からヒントを得ています。また、今回の芸術監督である
片岡真実氏は愛知教育大学卒業と刈谷に縁の深い方です。
 
　刈谷市には会場はありませんが、こうして刈谷に縁の深い
方々が中心的に関わっているのは誇らしいことで少し嬉しく
なりました。１０月１０日（月・祝）まで開催しています。

9.7
日から県民環境委員会の県外調査です。初日の今
日は、埼玉県にある（株）ウム・ヴェルト・ジャパンに
伺いました。

 
　住宅用太陽光発電パネルの導入量が全国２位の埼玉県で
は（１位は何とダントツで愛知県です）令和３年に環境省の太

陽光パネルのリュース・リ
サイクルの実証事業が行
われました。
 
　県の担当者よりその説
明を受けた後、県内初の
太陽光パネル処理事業
社である同社において施

今
県民環境委員会「使用済み太陽光パネルはどうなる」木

設調査を行いました。
　先日の県内調査でも豊川市にある太陽光パネル処理事業
社を訪問しましたが、一般的に太陽光パネルの耐用年数は２
０年から３０年程度とされており、太陽光パネルの寿命や修
理交換に伴い、早ければ２０３０年には使用済み太陽光パネ
ルの排出量が急増する予測となっています。２０１５年の約２
４００トンから２０４０年には約８０万トンと３００倍以上の排
出量に膨れ上がる見通しです。
 
　太陽光パネルは一般的な結晶シリコン性ならガラス約６
０％・金属類約２０％・廃プラ約２０％で組成されているとのこ
と。リサイクルビジネスモデル・処理技術の確立、処理施設の
充実、回収ルートの構築に向け、都道府県だけでなく国も含
めた大きな課題です。

9.21
日から１０月
１４日（金）
まで２４日

間の会期で９月定例愛
知県議会が開催され
ます。この議会での補
正予算としては、コロ
ナ対策関係や燃油価
格高騰に対する対策など総額６８８億９１１６万余円が計
上され、これらについては１日でも早い予算執行が必要な
ため、委員会に付託された後、本日「早期議決」として可決
しました。それ以外の通常の議決によるものが９９億２０５
１万余円計上されていますが、こちらについては本会議最
終日に採決される予定です。このレポートでは、「早期の議
決」と「通常の議決」に分けて、それぞれの事業の概要をお
伝えします。
 
【早期の議決により本日可決したもの】
■新型コロナ感染症の診療・検査医療機関や重点医療機
関における設備整備経費の支援、軽症者等が療養を行
う宿泊施設の年間運営費、自宅療養者の増加に伴う配
食サービス利用及び医療費増加への対応、ＰＣＲ検査
機関への機器整備の支援、保健所業務の外部委託に係
る経費について増額補正

■オミクロン株対応ワクチンの接種開始に向けて大規模集
団接種会場の開設期間を来年３月末まで延長

■オミクロン株対応ワクチンの接種を行う医療機関への支
援金交付を来年３月末まで延長

■新型コロナ感染症が発生した介護事業所等のサービス
提供体制継続に必要な経費の支援

■私立学校のスクールバスの燃料費や学校給食の食材費
等について、価格高騰のかかり増し費用を引き続き支援

■社会福祉施設で利用者送迎や居宅訪問等のサービス提
供に使用する車両、医療機関で透析患者の送迎や訪問

今
９月定例愛知県議会が開会　総額８１４億余円の補正予算木

診療に使用する車両の燃料費を引き続き支援
■公衆浴場事業者に対し、燃油価格高騰によるかかり増し
経費を引き続き支援、都市ガス使用の事業者を支援対
象に追加

■燃油高騰対策として、施設園芸農業者、食肉流通セン
ター等、漁業者、林業者等の燃料費について、燃油価格
と基準価格との差額の２分の１を助成

■肥料価格高騰対策として、新たに創設された国の支援制
度に基づき、農業者が負担する肥料価格上昇分の３割
相当額の２分の１を助成

■家畜飼料価格高騰対策として、配合飼料は上限を設け
た上で基準価格との差額の２分の１を助成、粗飼料は差
額の２分の１を新たに助成

■燃油価格高騰の影響を受ける公共交通事業者を引き続
き支援

■燃油価格高騰の影響を受ける貨物自動車運送事業者を
引き続き支援

■ＬＰガス価格高騰の影響で厳しい状況にある窯業事業
者に対し、負担軽減のための支援金を交付

■物価高騰の影響を受ける民間の保育所等の給食費を引
き続き支援、県立学校の給食費等負担軽減を引き続き
実施

■県融資制度の「原油・原材料高緊急対応枠」を延長し、
信用保証料を補助することで事業者に対する資金繰り
支援を引き続き強化

■県民の環境配慮行動を促すため、あいちエコアクション・
ポイントを発行

■低所得世帯の高校生等を対象に、高等学校等奨学給付
金を引き続き加算して支給

■県の公の施設の指定管理者に対し光熱費を支援
■県の庁舎や県立学校等の電気料金、ガス料金、燃料購
入費を増額

■高齢者等に対して市町村が行うインフルエンザワクチン
接種の費用を助成

 【通常通り本会議の最終日に採決されるもの】
■県内市町村を対象に、ＩＣＴ等の先進技術を活用したス
マートシティのモデルとなる取組を追加公募・支援

■豊田加茂福祉相談センターを集約した、豊田加茂総合
庁舎の一部木造による整備の推進

■ＰＦＩ手法による愛知県基幹的広域防災拠点の整備を
推進

■ペット同行避難対策のあり方を検討、ペット同伴者専用
避難施設の事業化可能性を調査

■２０２４年３月開催予定のグローバル・インダストリー日
本版に向け、県と県内企業をＰＲ

■あいち農業イノベーションプロジェクトでの提案から、実
装可能性が高い技術を選定し、共同研究

■矢作川カーボンニュートラルプロジェクトの個別施策の

実現に向けた取組を推進
■ジブリパークのある愛・地球博記念公園（モリコロパー
ク）において、中部・北陸地域の飲食物・特産品の販売な
どを行う「中部・北陸フェア（仮称）」を開催

■２０２５年４月に開校する併設型中高一貫校（第一次導
入校）に必要となる中学校校舎等を整備

■尾張北西地区における知的障害特別支援学校の過大化
による教室不足を解消するため、小牧特別支援学校及
びいなざわ特別支援学校において、新校舎の増築に向
けた基本設計を実施

■大府警察署（仮称）新設に向け、候補地について、現況の
調査や各種法的規制の整理等を実施

■交通事故多発交差点において、信号灯器のＬＥＤ化等の
交通安全施設を緊急に整備
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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。

4

　「日記形式での県政報告Ｖｏｌ．１５」をお届けします。４月に映画『食の
安全を守る人々』の自主上映会＆市議会議員さんを交えての意見交換会
を開催いたしましたが、この度「映画を使っての勉強会」の第２弾として
『いただきます２　オーガニック給食編』の自主上映会＆東郷町長さんと
の対談を開催することになりました。

　その告知の関係で、今回の「県政報告Ｖｏｌ．１５」は若干早いタイミン
グでの発行となっています。そのため９月定例愛知県議会の内容は一部
しか掲載できませんが、その代わり県民環境委員会で行った県内・県外
調査についても掲載しています。ぜひご一読頂き、県政を少しでも身近に
感じて頂けたら幸いです。

8.19
知県議会建設委員会の知立建設事務所・衣浦港
務所の管内調査に、地元議員として傍聴出席しま
した。

 
　これは毎年行われている調査で、管内各自治体の市長さ
んや担当者から参考人としてご提案・要望を頂き、それに対
して県の担当が回答をするといった流れで進んで行きます。
建設委員会ではこれを３日間掛けて行っていますが、委員会
メンバー以外の議員は地元の調査の際に出席をするのです。
 
　刈谷市からは建設部長さんが出席され『モノづくりを支え
る道路ネットワークの整備』として「主要地方道名古屋岡崎線
の豊明刈谷工区の境川橋の整備、刈谷市内沼田交差点付近
のオアシス橋工区の４車線化整備」について、『二級河川等の
改修の促進』として「二級河川境川・逢妻川改修事業（河道拡

愛

建設委員会　刈谷市選出の議員として出席しました金
幅・河床掘削・橋梁改築）」について要望がありました。
 
　何れも地元にとって大切な案件ですので、私も県議の立場
から実現に向けてしっかり協力して行きます。

日から１０月
１４日（金）
まで２４日

間の会期で９月定例愛
知県議会が開催され
ます。この議会での補
正予算としては、コロ
ナ対策関係や燃油価
格高騰に対する対策など総額６８８億９１１６万余円が計
上され、これらについては１日でも早い予算執行が必要な
ため、委員会に付託された後、本日「早期議決」として可決
しました。それ以外の通常の議決によるものが９９億２０５
１万余円計上されていますが、こちらについては本会議最
終日に採決される予定です。このレポートでは、「早期の議
決」と「通常の議決」に分けて、それぞれの事業の概要をお
伝えします。
 
【早期の議決により本日可決したもの】
■新型コロナ感染症の診療・検査医療機関や重点医療機
関における設備整備経費の支援、軽症者等が療養を行
う宿泊施設の年間運営費、自宅療養者の増加に伴う配
食サービス利用及び医療費増加への対応、ＰＣＲ検査
機関への機器整備の支援、保健所業務の外部委託に係
る経費について増額補正

■オミクロン株対応ワクチンの接種開始に向けて大規模集
団接種会場の開設期間を来年３月末まで延長

■オミクロン株対応ワクチンの接種を行う医療機関への支
援金交付を来年３月末まで延長

■新型コロナ感染症が発生した介護事業所等のサービス
提供体制継続に必要な経費の支援

■私立学校のスクールバスの燃料費や学校給食の食材費
等について、価格高騰のかかり増し費用を引き続き支援

■社会福祉施設で利用者送迎や居宅訪問等のサービス提
供に使用する車両、医療機関で透析患者の送迎や訪問

診療に使用する車両の燃料費を引き続き支援
■公衆浴場事業者に対し、燃油価格高騰によるかかり増し
経費を引き続き支援、都市ガス使用の事業者を支援対
象に追加

■燃油高騰対策として、施設園芸農業者、食肉流通セン
ター等、漁業者、林業者等の燃料費について、燃油価格
と基準価格との差額の２分の１を助成

■肥料価格高騰対策として、新たに創設された国の支援制
度に基づき、農業者が負担する肥料価格上昇分の３割
相当額の２分の１を助成

■家畜飼料価格高騰対策として、配合飼料は上限を設け
た上で基準価格との差額の２分の１を助成、粗飼料は差
額の２分の１を新たに助成

■燃油価格高騰の影響を受ける公共交通事業者を引き続
き支援

■燃油価格高騰の影響を受ける貨物自動車運送事業者を
引き続き支援

■ＬＰガス価格高騰の影響で厳しい状況にある窯業事業
者に対し、負担軽減のための支援金を交付

■物価高騰の影響を受ける民間の保育所等の給食費を引
き続き支援、県立学校の給食費等負担軽減を引き続き
実施

■県融資制度の「原油・原材料高緊急対応枠」を延長し、
信用保証料を補助することで事業者に対する資金繰り
支援を引き続き強化

■県民の環境配慮行動を促すため、あいちエコアクション・
ポイントを発行

■低所得世帯の高校生等を対象に、高等学校等奨学給付
金を引き続き加算して支給

■県の公の施設の指定管理者に対し光熱費を支援
■県の庁舎や県立学校等の電気料金、ガス料金、燃料購
入費を増額

■高齢者等に対して市町村が行うインフルエンザワクチン
接種の費用を助成
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　この度「映画を使っての勉強会」の第２弾として『いただ
きます２　オーガニック給食編』の自主上映会を開催するこ
とになりました。今回は「給食のオーガニック化」にスポット
を当てた内容で、学校給食を１００％有機米で提供している
千葉県いすみ市の取り組みを描いた映画です。
 
　今、国には有機の風が吹いています。２０２２年からみど
りの食料システム戦略が打ち出され、２０５０年までに有機
農業面積を５０倍にする目標が掲げられ、有機給食が出口
戦略に挙げられたのです。また、オーガニックビレッジ宣言
をする市町村が募集され、今年は５２市町村が手を挙げ選
定され予算が付きました。
 
　今回はそのオーガニックビレッジに選定された愛知県東郷
町の井俣町長さんと神谷まさひろとの対談も予定しています。

井俣町長さんは町長選挙の公約
でも給食のオーガニック化を掲
げておられました。そして現在東
郷町は愛知県と共にオーガニッ
クビレッジの取り組みを推進し
ています。今回は町長さんから直
に、給食のオーガニック化に取り組む熱い思いや具体的な取
り組み内容などをお聞きできればと思っています。
 
　食の安全といった課題は政治の力だけで解決するもので
はありません。生産者の協力も不可欠ですが、何より大切な
ことは消費者・市民の理解と後押しだと思っています。ぜひ
一人でも多くの皆様にご参加頂き、「食の安全」とりわけ「安
全な学校給食」といったことにご関心を寄せて頂くきっかけ
になれば幸いです。

映画『いただきます２　オーガニック給食編』
自主上映会＆東郷町長との対談

日時・会場 【刈谷市】

●上映（１回目）と上映（２回目）は同じ内容で
す。従って「１回目の上映を観てから対談を聞
く」または「対談を聞いてから２回目の上映を
観る」どちらでもＯＫです。
●映画の鑑賞だけでもＯＫです。
●予約制ではありません。但し、万が一満席の
場合は入場をお断りすることが御座います。
●また、新型コロナウイルス感染の状況により中
止をすることが御座います。（その際は、神谷ま
さひろのホームページにてお知らせ致します）

総合文化センター
４０１・４０２研修室
（若松町２－１０４）

9:00
9:30
11:00
12:30

開場
上映（１回目）
東郷町長との対談
上映（２回目）

10月8日土

参加費　800円（当日払い）
大学生以下無料

 【通常通り本会議の最終日に採決されるもの】
■県内市町村を対象に、ＩＣＴ等の先進技術を活用したス
マートシティのモデルとなる取組を追加公募・支援

■豊田加茂福祉相談センターを集約した、豊田加茂総合
庁舎の一部木造による整備の推進

■ＰＦＩ手法による愛知県基幹的広域防災拠点の整備を
推進

■ペット同行避難対策のあり方を検討、ペット同伴者専用
避難施設の事業化可能性を調査

■２０２４年３月開催予定のグローバル・インダストリー日
本版に向け、県と県内企業をＰＲ

■あいち農業イノベーションプロジェクトでの提案から、実
装可能性が高い技術を選定し、共同研究

■矢作川カーボンニュートラルプロジェクトの個別施策の

実現に向けた取組を推進
■ジブリパークのある愛・地球博記念公園（モリコロパー
ク）において、中部・北陸地域の飲食物・特産品の販売な
どを行う「中部・北陸フェア（仮称）」を開催

■２０２５年４月に開校する併設型中高一貫校（第一次導
入校）に必要となる中学校校舎等を整備

■尾張北西地区における知的障害特別支援学校の過大化
による教室不足を解消するため、小牧特別支援学校及
びいなざわ特別支援学校において、新校舎の増築に向
けた基本設計を実施

■大府警察署（仮称）新設に向け、候補地について、現況の
調査や各種法的規制の整理等を実施

■交通事故多発交差点において、信号灯器のＬＥＤ化等の
交通安全施設を緊急に整備


